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　自然から得るものだ
けを糧として生活して
いたアイヌ民族の食料
調達手段として、狩猟
は重要でした。獲物は
陸の羆

ひぐま

や鹿、海のアザ
ラシ、トド、セイウチ、
ラッコ、オットセイ、
イルカ、クジラなどの大型動物から、狐

きつね

、狸
たぬき

、ウサギ、
カワウソ、テン、リスまで食用にできる動物全てといっ
てもよいでしょう。それらの動物神から贈られた様々
な毛皮は、和人や大陸との交易品としてヨーロッパの
需要を充たしていました。明治以降は銃を使うように
なりましたが、それ以前は猟師が弓で射るだけでなく、
仕掛け弓などのワナを使ったり、動物の生態によって
様々な猟の方法を用いました。クオナイという地名が
ありますが、これはku（（仕掛け）弓） o （たくさんある）
nay（沢）という意味で、その沢に仕掛け弓が多くかけ
られていたことがわかります。仕掛け弓は、木の弾力
を利用するのですが、大型獣を捕獲する場合には、矢
の先にトリカブト（アイヌ語ではスルク:surku）の根か
ら作った毒が塗られていました。毒の調合方法は人そ
れぞれに違い、他人に教えたりしない極秘事項だった
のです。銃で狩りをするようになってから、トリカブ
トの毒を作る人もいなくなり、その製法も伝えられな
いまま絶えてしまいました。毒矢で捕獲した動物を食
べることができたのは不思議ですが、毒は動物の体全
体に回ったあと、矢が刺さったところに集まるのでそ
こだけ除けば安全だったそうです。トリカブトに関し
て、トリカブトの姉妹の神、ケレプノイェ（kere接触す
るpもの（の体）noyeをよじる）、ケレプトゥルセ（kere
接触するpもの（の体）がturse転倒する）のお話があ
ります。トリカブトを採取するときにこの女神達に敬
意を表さず毒を作った男が狩りをしても効果がなく、

獲物である神たちの怒
りをかって怪

け

我
が

をして
しまいました。これと
は対照的に、人間に知
恵を授けた神といわれ
るオキクルミが礼を尽
くしてトリカブトを採
取し、火の神にも祈っ

て作った毒は非常によく効き、沢山の獲物を授かりま
した。オキクルミはその御礼として、トリカブトの女神
達に立派な御幣を奉納し、女神たちもそのおかげで位
の高い神となったとのことです。この話から、アイヌ
の人々は植物を採取するときも植物を神として敬意を
払っていたことがわかります。生活に役立つものは全
て神（カムイ）としてその恩恵に感謝して利用してい
たので、アイヌの人々の生活は、言ってみれば朝から
晩まで神々への儀礼によって成り立っていたと言って
も過言ではありません。
　狩りについて興味深いことは、前に行ったときの自
慢げな手柄話や、捕獲した獲物の頭数の話をむやみに
してはいけないことになっていたことです。以前に獲
物を授かったことをむやみに吹

ふい

聴
ちょう

することで、密かに
授けていた事が明るみに出た結果、それまで加護して
いた神が怒って授けるべき獲物を他の人に授けてしま
うからだそうです。人間の年齢についても、他人に話
すことで、それを見守る神々が、いつの間にかそれほ
ど十分生きたのならと、他者に目を向けることで、そ
の人の人生が終

しゅう

焉
えん

することになるため、決して年齢を
口外することはありませんでした。また特に火の女神
はお喋

しゃべ

りの傾向にあるので、火の傍で大事なことは一
切言ってはならず、火の神から離れた屋外で話さなけ
ればなりません。神々に囲まれて暮らす生活には、な
かなか厳しい決まり事が沢山あったのです。
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